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２年生町探検より 

高学年教科担任制  ５・６年生 

運動会に向けて 

今年度より高学年専科教員（理科専科）の配置に伴い、５・６年生において、ゆるやかな教科担任制を行ってい

ます。６年生は１学期から、５年生は２学期からスタートしました。６年生においては、６年１組担任は６年全クラスの

体育を担当、６年２組担任は６年全クラスの社会を担当、６年３組担任は６年全クラスの家庭科と書写を担当、理科

は理科専科、英語は英語専科と外国語講師（ALT）、図工は教科担当が担当しています。５年生は、５年１組担任

が５年全クラスの家庭科と書写を担当、５年２組担任が５年全クラスの社会を担当、５年３組担任が５年全クラスの

体育を担当、理科は理科専科、英語は英語専科と外国語講師（ALT）、図工は教科担当が担当しています。 

時間割の調整には苦戦していますが、学年の職員全員で学年の子どもたちを見守ることができ、一人ひとりへ

の理解を深めることにつながっています。児童からは多くの職員と接することで、多様な関わりが可能となり、相談

等もしやすくなった、との声もあがっています。 

 このゆるやかな教科担任制を生かしながら、学年はもちろんペアの学年との協力・協業も進め、皆で子どもたち

を支え、生き生きわくわく過ごせる環境づくりを推進していきます。 

運動会まで１か月をきりました。４年ぶりに全校で実施します。 

運動会のスローガンは、『ともに輝け！ 最高の舞台で』。企画委員会の児童が、全校児童にアイデアを募集

し、代表委員会で発表しました。「仲間と協力して、最高の舞台で、全力で楽しもう」という気持ちを込めました。 

そんな子どもたちの願いや期待に応えるために、次のことを大切にします。 

１つ目は、「応援団の存在」です。一人ひとりが全力を出して各種目を楽しめるよう、最高のパフォーマンスで

エールを送ってくれます。５・６年生は運動会期間だけの特設委員会として、言葉や動きの構成を考え、練習し、

本番に臨みます。彼らのエールが全校児童の心にエネルギーを注いでくれることでしょう。 

２つ目は、「学年ごとの種目の違い」です。表現種目は全学年共通で実施しますが、１・３年生は個人種目、

２・４年生は団体種目、５・６年生は個人種目と団体種目を行います。、これにより、１～４年生は自分一人で取り

組む競技とチームで協力して取り組む競技を毎年交互に味わい、多様な競技に親しみながら、それぞれの学年

で運動会に向けた目標を設定することができます。そして５・６年生ではその集大成として、個人・チームそれぞ

れの立場で運動に挑戦してほしいと願っています。 

３つ目は、「他学年の演技や競技を見ることを通して、自分が上学年になった時に『こういうふうに運動したい

な。』という憧れの気持ちを持ったり、一生懸命に取り組む人たちに対して応援する態度を身に付けたりしてほし

い」ということです。この運動会の経験が、児童それぞれの生涯スポーツへの関わり方（プロスポーツを目指し

たり、趣味で運動したり、スポーツを観戦したり）につながっていければ幸いです。 

これから各学年で運動会に向けた練習が本格的に始まります。ご家庭でもぜひ話題にしていただき、ご理解

とご協力、ご声援をよろしくお願いいたします。 

 

13 年間 毎日の見守り ありがとうございました！   

 どんぐり会館前の横断歩道で、雨の日も風の日も毎朝子ど

もたちの登校時間に、横断旗を手に見守りや声かけを行って

くださっていたのが、盛徳寺の元住職 橘 宣順（たちばな 

のぶよし）さんです。開校直後から１３年間の長きにわたり、

見守りを行ってくださっていましたが、９月１５日が最後となり

ました。最後の日には、感謝の手紙を渡したり、お礼を言った

りしている児童もいました。長きにわたり、本当にありがとうご

ざいました。橘さん、これからもお元気で！ 

 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=fPWfq5PP&id=86415604B60D3FE5577E053F38B6B78204FE8947&thid=OIP.fPWfq5PPGe7PuC4FZHmQvAAAAA&mediaurl=http://kodomonomori888.com/wp/wp-content/uploads/2016/07/%e5%ad%90%e3%81%a9%e3%82%826%e4%ba%ba%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88.jpg&exph=291&expw=400&q=%e7%ac%91%e9%a1%94%e5%8d%94%e5%8a%9b%e3%83%95%e3%83%aa%e3%83%bc%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608012607342511620&selectedIndex=58


 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

  

 

生活科・大根づくり ２年生 ８/30(水) 
 

 
２年生が生活科の大根づくりの活動として、

畑の土づくりやうねづくりを吉田島高校の扇

野先生、鈴木先生からご指導いただきました。 

大根が良く育つようにうねのベッドをつくり、

ベッドの上に草が生えないようにマルチシート

をかけました。シートは空気が入らないように

ピーンと張りました。そして、そのシートに土を

かぶせ、強く踏んで強く固めました。 

種を植える時はわりばしなどを使って１ｃｍ

の所まで掘って植えるとよいこと、掘りすぎては

いけないこと、植える所を平らにして植えるとよ

いこと、水やりは土が乾いたと思ったら行うこ

と、など大切なことも教わりました。 

９月に入り、種をまき、水やりを行い、芽が出

てきました。大根の今後の成長が楽しみです。 

社会科・模擬議会   ６年生 

社会科・稲刈り ５年生   ９/15(金) 
 

 

６年生が町の議場を訪問し、模擬議会の体

験を行わせていただきました。１組が６月３０

日、２組が９月１日、３組が９月２７日に実施し

ました。 

 まず、山本議長さんから議会の役割や議員さ

んの仕事内容などを教わりました。そして、町

長役に担任、町議員役、町行政役に児童がな

り、「開成町は大型ショッピングモールを誘致し

てよいか」「開成町は税金を上げてよいか」

「公園に遊具を増やしてよいか」など現実味

のあるテーマについて、真剣に議論しました。

町長役の担任の答弁に対して、「財源はどうす

るのか」「もっとみんなの幸せのためになること

に使ったほうがよい」などと質問や意見を堂々

と述べる姿がありました。 

 実際の議場で、議員として質問をしたり、賛

成反対のボタンを押したりと議会や政治を学

ぶ貴重な機会となりました。ご協力いただいた

議長さん、議会事務局の皆さん、ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

を身近に感じる貴重な機会となりました。 

社会科・スーパーマーケット見学 ３年生９/14(木) 
 

 

 ５年生が米作り体験でお世話になっている府

川さんご夫婦のご指導のもと、稲刈りを行いま

した。自分たちで田植えを行い、成長を見守っ

てきた田んぼで、立派に実った稲を丁寧に刈

り取りました。 

 刈り取った稲はプール脇で乾燥させ、今後の

作業を確認した後、持ち帰る予定です。  

３年生が社会科の学習で、駅前のスーパー

マーケットに見学にいきました。 

クラスごとに売り場やバックヤードまで見学

させていただき、大変ありがたかったです。 

子どもたちは見学しながら「何で値段の最

後は９８円が多いのだろう？」「衛生管理がし

っかりしているんだな！」「いろいろな人が働い

ている！」「レシピ動画を流していたよ！」「今度

来たらありがとうと言おう！」などつぶやいてい

ました。お店の人の思いや売り場の工夫など

たくさんのことを学びました。 

校外学習 ４年生    ９/26(火) 
 

４年生が校外学習に出かけました。行き先

は、「神奈川県総合防災センター」と「相模川

ふれあい科学館アクアリウムさがみはら」で

す。総合防災センターでは、防災シアターで自

然災害の危険性やいざという時の備えについ

て学んだり、地震体験コーナー・風水害体験コ

ーナーで、リアルな体験をとおして、防災につ

いて考えたりすることができました。また、相模

川ふれあい科学館では、水生生物について学

んだり、えさやりなどをとおしてウグイなどの魚

とふれあったりすることができました。 

４年生、時間やルールを守り、行動するととも

に、バスの運転手さんや施設の皆さんにさわ

やかなあいさつを欠かさないすてきさんでし

た。 


